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プレスリリース 2015ফ3月11日 
国境なき医師団（MSF） 

 
シリア：5 ফ৯に఍োするシリア৔勛ୢصص௜厇勳嵣ୢ௜঻峢峘వொ峑援助活動は停滞 

 
シリア内戦が5ফ৯をಶえる。শ勡に峹たる紛争で保掕医探৬制はൽఀ、挊捬される援助も叇ৡ้఍
にඕき匸まれている多くの人びとのもとにඍいていない。医探厇勳や医探঻峢のవ掐もৼ卙岺র、国境な
き医師団（MSF）も活動を制限せざるを得ない状況にある。ก大な医探崳ー崢にৌする援助のఁ大が
求められている。 
 

  
勞଩଒峘ୢ௜す峳匃岻峳島峔いহଙ 
 
国境なき医師団（MSF）インター崲ショ崲嵓ভশのジョアンヌ・リュー医師は「ぼっ発から 4 ফ৽峎この内
戦ではৼ厭峹ら峄、ড়৑人と戦౨৩の厅厌もなく残႓なചৡষನがৄられ、保掕医探勥৩・厇勳の
保厽厶৺の๑匤もあ峴ません。人挻のါ拽とড়৑人のౙ൱がິえがたい匍厜に挾していながら、人匠
援助がこれほど限定的な現状は容認できません」と訴える。 
 
シリアの保掕医探৬制は 4 ফに఺峠紛争でൽఀ。匵ৱと历ೢな医探జহ঻の勘拒や、医探厇勳峢の
వ掐が募౤で、最低限の医探すらほとんど捬めなくなっている。国内匌 2 の都市アレッポでは紛争ぼっ発
前、推計 2500 人の医師が勤務していたが、現在開業している病院に残る医師は 100 人に満たない。
その౎の医師は市外にജれて国内ೂ難ড়となるか、ᢲಱや掮县の໱ཇとなっている。 
 
MSF でも൉য়以勵 44 ফのഄఴのরで最大厶掌の医探プ嵕崘ラムを捯開すべきとこ峷だが、現実はそれ
ができていない。なぜできないのか。 
 
活動峼ఁপ峑岷峔い৶厩 
 
徐々に悪化していく安全状況と、2014 ফ 1 月の過激派組織「イスラム国」によるスタッフ 5 人のᢲಱを
受け、MSF は活動の縮小を余儀なくされた。ᢲಱとい岰匤大なহ卅によ峴、「イスラム国」支配地域の医
探厇勳が൷ำに挵いやられただけでなく、MSF の外国人スタッフの大部分がシリア国内で活動することが
困難となった。スタッフの安全確保がもはや確実ではなくなったため、とリュー医師は話す。 
 
MSF は 5 嵝月に峹たるスタッフのᢲಱ・༃൶の৏、「イスラム国」支配地域から撤退した。またその一方、
৆匕拇匮地域では০日まで医探プ嵕崘ラムのয়ち上岼にすら至っていない。 
 
MSFは現在も国内6嵝勰で医探厇勳を卞協し、৆匕拇匮地域と卬৆匕組織支配地域にある100以
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上の医探厇勳を支援するネットワークを拧ണ。このネットワークによ峴、൴身的なシリア人医探঻たちが、
多くの場合極めて危険な状況に置かれながらも職務を継続し、紛争で身動きのとれない人びとに最低限
の医探をඍけることが參印になっている。しかし、こ岰した卻勪拣な支援も限られた場勰でしか実ᄷでき峄、
国内の医探঻が卟卥するก大な崳ー崢にৌ厸するには损೫い。 
 
リュー医師は「シリアでは大厶掌な国匶人匠援助が卲実に求められています。MSF も過去の数多くの紛
争地域に岴ける実ౚのৢ峴、援助がড়৑人にඍき、MSF ঽらが安全で捓卵的な活動をষえるよ岰、紛
争の全当হ঻と話し合岰拧えです。それが実現しない限峴、人びとの挻ഹは、シリア人医師とড়৑人活
動家のネットワークだけです。シリアの人びとのために私たちがもっとできること、すべきことがあるのです」と訴
えた。 
 
＜参考情報＞ 
MSF はఢఈ国のレ崸崶ン、嵐嵓崨ン、イラクでもシリア人難ড়をৌ拺とした医探援助プ嵕崘ラムを続けてい
る。シリア危機の概況報告書（日本語）はこちら： 
http://www.msf.or.jp/library/pressreport/pdf/20150110_syria.pdf 
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